
                                                      

新新新着着着案案案内内内   各分野の担当者が選んだ、お薦めの新着資料をご紹介します。   

人人文文・・自自然然・・社社会会            
『ヨーゼフ・メンゲレの逃亡』 オリヴィエ・ゲー

ズ／著 東京創元社 2018.10 953.7/ｹｵ 18X/ 

アウシュヴィッツ絶滅収容所で囚人たちに残虐な

人体実験を行ったナチスの「死の天使」、メンゲレ医

師。1945 年のアウシュヴィッツ解放後に研究資料を

持って逃亡した彼は、戦犯追及を逃れ南米に潜伏。

様々な偽名を使って各国を転々とし、1979 年にブラ

ジルで死亡しました。なぜ彼は逃げ延びることができ

たのか。本書は膨大な資料を基に南米でのメンゲレの

逃亡の軌跡を描いたノンフィクション小説です。 

小説だからこそ迫り得たメンゲレの実像。あなたは

どう感じますか？ 

『魚たちの愛すべき知的生活 何を感じ、何を考え、

どう行動するか』 ジョナサン・バルコム／著 白

揚社 2018.11 487.51/ﾊｼ 18Y/ 

「魚はとても知的な生き物」と言われて、ピンとく

る方はどれくらいいるでしょうか。水族館やスーパー

で見る魚は無表情で、知性とは遠い存在に見えます。  

しかし、この本はそれが単なる思い込みであることを

楽しく教えてくれます。魚たちは道具を使い、人にな

つき、弱った仲間を介抱し、経験をもとに知恵を絞り

ます。掃除屋と客との関係の中で駆け引きしたり、誘

いあわせて狩りに出かけたりもするのです。 

研究例や魚愛好家たちの実体験も豊富に交えて、魚

の知的生活を鮮やかに描き出した１冊です。 

『女たちの精神史 明治から昭和の時代』 伊藤由

希子／著 春秋社 2018.8 367.21/ｲﾕ 188/ 

明治から昭和にかけての日本には、決して裕福とは

言えない生活の中で、日向となり陰となり家を支えた

女性たちの姿がありました。この本では、歌や小説、

古典、漫画、実在した女性などから、当時の女性がど

のように生きていたか、どのように生きていこうとし

たかを伺うことができます。 

強くしなやかで、ときにおそろしくもある、女性の

精神を覗くことができる一冊です。 

 

児児童童・・児児童童図図書書研研究究                
『キタリス・ウーと森のお医者さん』 竹田津実／

文・写真 瀬川尚志／絵 PHP 研究所 489/ﾀ/ 

北海道の山中で暮らす獣医師の竹田津先生のとこ

ろには、いつのころからか、怪我をした野生動物が持

ち込まれるようになりました。そんな先生のところに、

伐採されてしまった木の巣で暮らしていた、キタリス

の子が運び込まれます。名前は、キタリスが不満なと

きに出す鳴き声からとって、「ウー」。 

怪我が癒えて、野生に帰るための準備を始めた頃、

ウーを交えた、先生とキタリスの子たちとの交流が始

まります。そして、独り立ちし、しばらく姿をみせな

かったウーに、先生は思わぬ場面で遭遇することに…。 

雑雑誌誌・・新新聞聞                  
 2019 年になりました。今年はどんな年になるので

しょうか？そんな内容が載っている雑誌をご紹介し

ます。 

『エコノミスト』 第 96 巻第 50 号,  通巻 4581 号,  

2018.12.25 日号 Z330.5/E1 

特集：日本経済総予測 2019 

 

『エコノミスト』 第 97 巻第 1 号,  通巻 4582 号, 

2019.1.1・8 日合併号 Z330.5/E1 

特集：世界経済 2019 総予測 

 

『週刊ダイヤモンド』 第 107 巻 1 号, 通巻 4759 号, 

2018.12.29・1.5 新年合併特大号 Z330.5/S7 

特集：2019 総予測／学者・エコノミストが厳選！「ベ

スト経済書」 

 

『週刊東洋経済』 第 6833 号, 2018.12.29・2019.1.5

新春合併特大号 Z330.5/T4 

特集：2019 大予測 

 

『プレジデント』 第 57 巻第 1 号, 通巻 1014 号, 

2019.1.14 号 Z335/P3 

『日経 ESG』 No.236, 2019.2 月号 Z519/N2 

特集：ESG と SDGs で見通す徹底予測「2019」 

  

地地域域                        
『知ってる？ 会津美里の歴史』 「会津美里町歴史 

副読本」編集委員会／［編］ 会津美里町教育委員会 

2018.11 L217/A11/2 

自分の住んでいるまちの歴史について子どもに聞

かれたら……答えられますか？ 大人向けには市町

村史がありますが、読むのはとても大変ですし、子ど

もに分かりやすく説明するのは難題です。 

この本は会津美里町教育委員会が副読本としてつ

くった町の歴史の本です。図版も多く、会津美里町が

中心ですが周辺地域の歴史にも触れていますので、大

人にも入門編としてお勧めです。 

 

『廃校 12 人の詩 相馬市立玉野小・中学校』吉田功

／著 日本写真企画 2018.8 L748/Y10/1 

「廃校」をテーマに作品を撮り続けている吉田功氏

が、相馬市立玉野小・中学校を取り上げて発表した写

真集です。両校は平成 29 年 3 月をもってそれぞれの

歴史に幕を下ろしました。原発事故による自主避難で

生徒数は減少し、閉校時に在籍していた生徒は小・中

学校あわせて 12 人。いつもの授業や学校行事、そし

て最後の卒業式の様子など、生徒たちの姿を生き生き

と捉えたドキュメント写真集です。 

 


